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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー 2024の講評１

地域開発センターが主催する本表彰も今回が最後になりました。思えば、2007年に第1回が始まり、途中、東日本大震
災のために1回中止になりましたが、延べ17回も開催できたことは、主催者側と応募者の熱意と尽力の賜物と言えます。
関係者の皆様に心から感謝を申し上げます。
本表彰は、1990年あたりからインバーターエアコン、ＬＥＤ、エコキュート、太陽電池など、次々と省エネ型の設備

機器が実用化されたことが実施の背景にあります。それまでの住宅の省エネというと、断熱化や太陽熱利用が主力であ
り、設備の省エネといっても中身がほとんど無いのが実情でした。それが、上記のように省エネ型の設備機器が実用化
され、設備についても省エネ性能を評価することに意味が生じるようになったのです。研究者もこのような状況の変化
に反応し、省エネ型の設備機器に関する調査研究を行いました。このような機運は最終的には住宅においても設備機器
の1次エネルギー消費量を予測評価するという現在の省エネ基準の制定に繋がっていきました。本表彰は、このような動
きを背景に2007年に始まったわけです。その意味で、本表彰は非常に先導的であり、その創設に尽力された関係者の
方々の「先見の明」に敬意を表する次第です。
本表彰の過去17回の応募状況や大賞受賞企業を表１※１に示します。また、2024年度表彰における評価順位と建物性能

指標（UAとBEI）の分布を図１～３※２に示します。これらの図を見る限り、今回特に大きな変化は見あたりません。
2024年度の大賞受賞の住宅について一言申し添えます。小林住宅とリビングデイ第一建設は初めての大賞受賞で、前者
はUAやBEIなどの省エネ性能値が高いことが評価され、後者は当該企業が販売した棟数の100％が申請シリーズの仕様で
ある点が評価されました。ヤマト住建は４回目の大賞受賞で、一条工務店の3回を追い抜きました。今回のヤマト住建の
シリーズは、普及型のシリーズですので性能の高さより、265棟という販売実績が評価されました。
※１ 講評資料6頁 ※２ 講評資料3,4頁

坂本雄三（ハウスオブザイヤー審査委員長、東京大学名誉教授）
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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー 2024の講評２

受賞者の皆様、おめでとうございます。

2050年のカーボンニュートラル達成には、建築分野での省エネ徹底と非化石エネルギーの拡充が求められ
ます。日本国内の二酸化炭素排出量のなかで、住宅・建築物を利用することによる排出量は、業務その他
部門で１億9,000万トン（19%）、家庭部門で１億5,600万トン（16%）に上り、これらを合わせると全体

の約３分の１を占めています。セメント・鉄鋼等の建築材料を含めると実に４割の排出量にもなります。
エネルギー効率の高い住宅の設計や再生可能エネルギーの利用などの持続可能性を重視した地球環境への
配慮が進むことが益々重要になっています。
今回のハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジーにも、多くのまたとても優れた脱炭素社会実現のため
の取り組みがみられました。皆様の取り組みと応募資料の充実度が増しており、優劣をつけることが困難
でした。

秋元賞は「エコワークス」「イシン住宅研究所」としました。エコワークスは、木材産直流通システム、
LCCM、新ZEH＋への取り組みを高く評価しました。また、イシン住宅研究所は、自社の手掛ける全棟数
945棟のうち、シリーズ棟数818棟という多数の実績を高く評価しました。

秋元孝之（ハウス・オブ・ザ・イヤー審査委員、芝浦工業大学教授）
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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー 2024の講評３

受賞者の皆様、おめでとうございます。（一財）日本地域開発センター主催の本賞最終年度となりました。
初めて審査委員を担当させて頂きました2012年の応募企業数は37社、本年2024年は4倍の148社でした。応
募の皆様からは2012年以来13年間、審査を通じて多くを学ばせていただきました。建物性能指標（UAと
BEI）を核とする住宅省エネルギーの分野において応募者各位はトップランナーの道を走っておられました。
2024年度の特徴と感じられたことは断熱等性能等級7等級の応募が増えたことでした。単純に断熱等級最上

位を目指すことが正しいとは思っておりません。日本のどの地域においても、住宅であるからには立地条
件に応じた外部との関係を大切に、小さくとも住宅空間が庭や小さな自然と応答する孤立しないものとす
るために、外皮性能だけの高度化ではない住宅の有りようが大切と感じております。寺尾賞は岡山県「株
式会社タケイ」とさせて頂きました。同社は全てが断熱等級7の住宅づくりを目指していましたが、大きな

開口部と空間、過度に設備に頼らずとも住まい手の満足・夢を引き出す設計を共通して志していました。
他社でも同様の志を持っておられるところが多く見られました。
（一財）日本地域開発センターの60年の歴史の閉幕と共に皆様は新しい舞台の上に立っておられます。そ
れは、世界的にWLCA（全寿命カーボン評価）に舞台が移っていることです。建物運用時のオペレーショ

ナルカーボンの縮減が一定の成果を上げ、それ以外のエンボディドカーボンが注目され、まずは建物新築
までのアップフロントカーボンの具体的評価が重要視されています。2030年、2050年に向けて皆様が新し

いステージの上でもトップランナーであり続けますことを祈念しております。まだ社会に充分浸透してい
ない新しい評価の世界において、実務分野で活躍される皆様との新たなる情報交換を楽しみにしています。

寺尾信子（ハウス・オブ・ザ・イヤー審査委員、株式会社寺尾三上建築事務所 代表取締役）





House of the Year in Energy 2024

坂本雄三（審査委員会委員長）

◆2024年度の結果と講評

◆17回の表彰を振り返って
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2024年度の結果と講評

大賞受賞企業
➢ 小林住宅株式会社（大阪市）
➢ ヤマト住建株式会社（神戸市） 4回目の受賞

➢ 株式会社リビングディー第一建設

応募シリーズ数 158シリーズ ⇐ 181シリーズ（2023年度)

大賞受賞 3シリーズ

特別優秀賞 96シリーズ

優秀賞 51シリーズ

受賞企業の皆さん、おめでとうございます！
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2024年度の評価点の分布

2024年度

2023年度（参考）

大きな変化はない
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2024年度のUAとBEIの分布

2023年度（参考）

2024年度は2023年度と大きな差異はなかった。
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等級６(5,6,7地域）の
UA基準値=0.46
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大賞受賞企業名
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[-]
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年間の
企業の
総販売
棟数
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賞シ

リーズ
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大賞受賞企業名
UA

[W/m2K]

小林住宅 0.27 0.24 10 94 エルクホームズ 0.51

17 2024 ヤマト住建 0.37 0.35 265 1077 健康住宅 0.28

リビングﾃﾞｲ第一建設 0.26 0.41 60 60 北信商建 0.27

ヤマト住建 0.26 0.32 36 1059 一条工務店 0.30

ホームズ 0.25 0.35 9 10 アイ・ホーム 0.24

ユートピア建設 0.47 0.31 18 18 アエラホーム 0.38

興陽商事 0.31 0.28 3 51 ヤマト住建 0.29

鈴木環境建設 0.21 0.24 5 5 6 2013 57 30 18 1 松下孝建設 0.24

高砂建設 0.26 0.40 38 73 5 2012 54 28 11 1 一条工務店 0.38

泉北ホーム 0.36 0.38 55 429 2011

住まいのウチイケ 0.15 0.29 16 36 新昭和 0.48

松下孝建設 0.29 0.28 30 30 松美造園建設工業 0.35

エルクホームズ 0.39 0.39 164 213 フィアスホーム 0.49

健康住宅 0.24 0.33 40 90 日野建ホーム 0.46

SANKO 0.30 0.31 9 9 パナホーム 0.74

リベスト 0.25 0.43 69 121 サンワホーム 0.29

コージーホーム 0.24 0.35 24 24 一条工務店 0.38

アイディール 0.25 0.29 5 7 スウェーデンハウス 0.46

Isdesign建築設計 0.19 0.24 8 9

泉北ホーム 0.38 0.42 86 315

住まいのウチイケ 0.23 0.50 30 32

鈴木環境建設 0.23 0.40 8 8

ヤマト住建 0.27 0.23 23 426

セイダイ 0.28 0.40 56 58

島野工務店 0.20 0.37 7 7

ISdesign建築設計 0.23 0.26 7 7

51 96 3

316 2023 181 76 97

314 2021 212 103 96

House of the Year in energy 大賞 House of the Year in energy 大賞
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15 2022 194 99 86

158
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2

東日本大震災のため中止

2

2

2

2
3
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2009 43 927

2 2008 28 812

1 2007 19 48

3

3

4

39 2016 214 36138

8 2015 128 2987

7 2014 102 2468

4 2010 53 2323

3

12 2019 264 82157

13 2020 234 95117

227 68144

10 2017 215 63137

11 2018

これまで（17回）の表彰を振り返る

企業名
延べ受
賞回数

受賞回

ヤマト住建 ４回 7,10,16,17

一条工務店 3回 1,5,8

松下孝建設 6,14

健康住宅 9,13

エルクホームズ 9,13

Isdesign建築設計 10,12

鈴木環境建設 11,15

泉北ホーム 11,14

住まいのウチイケ 11,14

2回

大賞を複数回受賞した企業
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応募シリーズ数と大賞受賞のUA･BEIの推移

◼ ZEH補助金の拡大に伴い応募数が増加。
◼ 震災以降、UA値が低くなる。
◼ BEIは2017年以降あまり変化がない。
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※出典：新建ハウジング
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ＧＸ志向型住宅への支援(2024年度補正予算）

ＧＸ＝”ZEHの凄いもの”
ZEHは増々拡大・普及する。
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ま と め

◼ “House of the year”は関係者の「先見の明」に

よって創設された。

◼ ZEHの定義も定まる前(2007年)にZEHを評価

する手法（断熱性と1次エネ）を定式化し、表彰

を開始した。

◼ 震災発生にもかかわらず、関係者の皆さんの熱

意で17回も実施できた。

◼ ZEHは住宅の省エネのメインストリーム。今後も

磨きをかけて、進歩と普及に尽力してほしい。





ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー 2024
表彰式にあたって

芝浦⼯業⼤学
建築学部⻑・教授

秋 元 孝 之

ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー 2024 表彰式
霞⼭会館 「霞⼭の間」／霞が関コモンゲート⻄館37階
2025年3⽉26⽇（⽔）13︓30〜15︓30



〇 カーボンニュートラルの必要性
l地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、2015年にパリ協定が採択され、
世界共通の⻑期⽬標として、世界的な平均気温上昇を⼯業化以前に⽐べて２℃より
⼗分低く保つとともに、1.5℃に抑える努⼒を追求すること（２℃⽬標）、今世紀後半に
温室効果ガスの⼈為的な発⽣源による排出量と吸収源による除去量との間の均衡を
達成すること、等を合意した。

l 2021年秋に英国のグラスゴーで開催されたCOP26では、パリ協定の⻑期⽬標を強化して
「世界の気温上昇を産業⾰命前と⽐べて1.5℃に抑える努⼒を追求する」ことになった。

l 2020年10⽉、⽇本政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
カーボンニュートラルを⽬指すことを宣⾔した。

l 2023年末にアラブ⾸⻑国連邦のドバイで開催されたCOP28では、すべての国が
「化⽯燃料からの脱却を進め、今後10年間で⾏動を加速させる」ことが合意され、また、
2030年までに再⽣可能エネルギー発電容量を世界全体で3倍、エネルギー効率の世界
平均2倍にする⽬標が掲げられている。

ü 「省エネ・低炭素」から「脱炭素」へ。
2



■地球温暖化対策計画における削減目標

環境省HPより
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〇 新たな表⽰制度に基づく告⽰案の概要
○ 建築物の販売・賃貸時の省エネ性能表⽰にあたって、表⽰すべき事項、表⽰の⽅法その他遵守すべき事項を告⽰で規定。

① 表⽰すべき事項：エネルギー消費性能の多段階評価、断熱性能の多段階評価（住宅のみ）、評価年⽉⽇
② 表⽰の⽅法   ：告⽰により様式が規定されたラベルを⽤いて表⽰することとし、販売・賃貸時の広告等での表⽰を想定。

任意で表⽰できる事項として再エネ利⽤設備の有無、住宅の⽬安光熱費、第三者評価マーク等を規定。
③ 遵守すべき事項：多段階評価や⽬安光熱費の算出⽅法を定めるとともに、表⽰後に多段階評価の結果が低下する省エネ

性能の変更が⽣じた場合には、表⽰の修正が必要である旨を規定。
※販売・賃貸を事業として⾏う建築物が制度対象（その他の建築物についてはガイドラインに準拠した対応を推奨）。
※施⾏⽇以降に確認申請を⾏う建築物には告⽰に従った表⽰を求める（既存建築物については表⽰を促進するが、勧告等の措置の対象にはしない）。

住宅版の省エネ性能ラベル（案）

エネルギー消費性能
✓★１で省エネ基準適合、さ
らに★が⼀つ増えるごとに
10％削減（最⼤★６で
50％削減）
✓太陽光発電の⾃家消費に
よる削減分をみえる化

断熱性能
✓住宅品確法の断熱等性能
等級１〜７に相当する７
段階で表⽰

⽬安光熱費
✓設計上のエネルギー消費量
と全国統⼀の燃料単価を
⽤いて、年額の光熱費の⽬
安額を算出
✓消費者の誤認を招かないよ
う、実際の光熱費とは異な
る旨を注記

第三者評価
ü BELS（第三者機関による
審査・評価）の取得有無

ZEH・ZEB⽔準
ü 2030年度以降の新築で
確保を⽬指す性能⽔準の
達成状況

ネット・ゼロ・エネルギー
ü 「ZEH」「ZEB」の達成状況
（太陽光発電の売電分を
含む総量で評価）
※第三者評価（BELS）の場合
に表⽰可

再エネ利⽤設備
ü 太陽光発電設備等の設置
の有無

【出所】 国⼟交通省 資料 4



【出所】 World Business Council for Sustainable Development, WBCSD, Net-zero buildings: 
Where do we stand?, 8 Jul 2021, https://www.wbcsd.org/contentwbc/download/12446/185553/1

〇 Whole Life Carbonの概念
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【出所】 地球温暖化対策推進本部地球温暖化対策計画の概要，内閣官房・環境省・経済産業省，令和７年２⽉ 6

〇 次期削減⽬標（NDC）



〇 2030年に向けた住宅・建築物の対応
（第７次エネルギー基本計画）（2025年2⽉）（抜粋）

l住宅・建築物は一度建築されると長期ストックとなるため、速やかに省エネルギー性能の向
上を進めるとともに、非化石転換やDRも推進していく必要がある。

l2050年にストック平均でのZEH・ZEB基準の水準の省エネルギー性能の確保を目指し、
2030年度以降に新築される住宅・建築物はZEH・ZEB基準の水準の省エネルギー性能の確
保を目指す。

l住宅・建築物における省エネルギー基準の段階的な水準の引上げを遅くとも2030年度まで
に実施する。

lZEHについて、更なるゼロ・エネルギー化を進める観点から、省エネルギー性能の大幅な引
上げを実施するとともに、自家消費型太陽光発電の促進を行うよう、その定義を見直す。

l家庭部門の非化石転換やDRも併せて進めていく観点から、家庭部門のエネルギー消費の約
３割を占める給湯器の省エネルギーや非化石転換の加速、DRに必要な機能の具備の促進、
開示を通じたエネルギー供給事業者の取組強化などの制度面での対応を進める。
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〇 エコワークス ⾃家消費型LCCM住宅
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〇 エコワークス ⾃家消費型LCCM住宅
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〇 エコワークス ⾃家消費型LCCM住宅
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〇 イシン住宅研究所 X-ZEGA
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〇 イシン住宅研究所 X-ZEGA
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〇 イシン住宅研究所 X-ZEGA
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⾃社の⼿掛ける全棟数 ︓ 945棟

シリーズ棟数 ︓ 818棟

うち太陽光棟数 ︓ 704棟





ハウスオブザイヤーインエナジーの審査を通じて

1

2025年3月26日 寺尾信子
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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジーの
全ての関係者の皆様に敬意とともに
心からの感謝を申し上げます

2012年の応募企業数は37社、本年2024年は4倍の
148社でした。応募くださった皆様からは2012年以来
13年間、審査を通じて多くを学ばせていただきました
ことに心から深く感謝を申し上げます
皆様はトップランナーの道を常に走っておられました



環境性能の高い住宅の実例
等級7

（株）タケイ（岡山市）：設計施工住宅：S邸（倉敷市）
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（株）タケイ（岡山市）：設計施工住宅：S邸（倉敷市）

環境性能の高い住宅の実例
等級7

【お声】

意識しなくても自然と省エネに、家中温度差のない快適住宅です。

高気密高断熱だから、過ごしやすい室温を保ててとても快適。冷暖房の光熱費も軽減できる
燃費のいい住宅づくりをする工務店を探していました。実際に暮らしてみて、2階のエアコンをつ
けると1階まで涼しいんです。

2階と1階の温度差もほとんど感じないことに本当に驚きました。また遮音性の高いトリプルガラ
スや断熱材のおかげで、車や雨の音にも気づかないくらい静かに過ごせます。性能の良さは 目
に見えないですが、こうして暮らしてみると、そのすごさにビックリしています。
これから本格的な暑さを迎えることになりますが、この性能だったら何も心配はないと思います。



環境性能の高い住宅の実例
等級7

（株）タケイ（岡山市）：設計施工住宅：M邸（岡山市北区）



環境性能の高い住宅の実例
等級7

（株）タケイ（岡山市）：設計施工住宅：M邸（岡山市北区）



（株）タケイ（岡山市）：設計施工住宅：M邸（岡山市北区）

環境性能の高い住宅の実例
等級7

【お声】

エアコンは1日2時間。でも冬も温かく過ごせ、びっくりです。

本物の木を使いながら、気密性・断熱性に優れた家づくりができる住宅会社を探しました。
太い梁と繊細なラインの階段手すり。カップボードや、物入れデスクは造作で、木を使って
洗練された空間にしました。キッチンは、うどん打ちもできるおおきな天板を選ぶなど、こだわりも
いっぱい叶えられました。

引越ししたのは一番寒い2月で、南面に大きな開口部を設けていましたが、W断熱やトリプル
ガラスなど断熱性能の高さのおかげもあり、エアコン1台を朝晩1時間ずつつけるだけで室内を 
20℃に保てます．結局2階のエアコンは設置していません。

夜中の赤ちゃんの授乳も随分ラクに感じられました。



（一財）日本地域開発センターの60年の歴史
の閉幕と共に
皆様は新しい舞台の上に立っておられます

2030年、2050年に向けて
皆様が新しいステージの上でも
トップランナーであり続けますことを祈念しております
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米国の脱炭素への

力強い動き

最新動向



2

はじめに 

⚫ 単位はkWh→Carbonへ移行

kg
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1. エンボディド カーボンの重要性の増大

出典  Carbon Leadership Forum(2024)を基に作成

⚫ エンボディド カーボン とは、建物の材料の調達から、建材製造、建設、使用段階、改修、そして解体・再利用又は廃棄に至る、
建築の全プロセスにおける排出（ホールライフカーボン）のうち、運用時のエネルギーや水の消費に伴う排出（運用／オペレーショナルカ
ーボン）を除いたものをいう

⚫ 建物の30年間にわたる運用・エンボディド カーボン排出をみると、0年度の建設時のアップフロントカーボンが大きい

⚫ 建物性能が向上し、電力の脱炭素化が進むことで、運用カーボンが減少するため、エンボディド カーボンの比重が今後さらに高まる

＊ 米国政府は2035年までに電力を脱炭素化する目標を発表

⚫ 「業界が今できる対策」として、エンボディド カーボンの中でも アップフロントカーボン削減 が注目されている

エンボディド カーボンとアップフロントカーボンの領域 建物からの排出量の変化（30年間）

出典 C40 Cities Climate Leadership Group, Inc.の図を基に作成 (2024）
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東海岸の先進的な政策が制定された州

州・市 政策 内容

VT バーモント州
2023住宅エネルギー法規
追加項目408(民間)

住宅の断熱材の温暖化係数の算定を義務化。
EPDの値、またはデフォルト値を使って計算
（kg CO2e/ft²)

MA
マサチューセッツ州
ケンブリッジ市

ケンブリッジ市条例
22.25.1(c)第22条
(公共・民間)

50,000sf(4,645m²)以上の非住宅プロジェク
トについては、LCA分析の提出を義務化

NY ニューヨーク州
ニューヨーク市

GreenNY仕様:低カーボン
コンクリート(公共)

NY市のエンボディド カーボン関連条例の1つ。公
共建築物に適用。コンクリートミックスのEPD提出
義務、コンクリートミックスに使われるセメント量の規
制など。

NJ ニュージャージー州

ニュージャージー州
低エンボディド カーボン、
コンクリートリーダーシップ条例
（公共・民間)

ニュージャージー環境局の設定するコンクリートのエ
ンボディド カーボン規制値より低い値のコンクリートミ
ックスを採用すること。約38m³以上のコンクリート
を使用する公共・民間のプロジェクトへの義務化

PA ペンシルバニア州
ピッツバーグ市

ピッツバーグ市行政命令
(公共・民間)

市による収用財産・差し押さえ物件などを活用し
て、建材の再利用ができるように解体を行うパイロ
ットプログラムを実施

MD メリーランド州
バイクリーン メリーランド条例
(公共)

公共建築物に使われるコンクリートのEPD提出を
義務化。その情報から2026年1月1日までにコン
クリートの温暖化係数の上限値を設定

FL フロリダ州
マイアミ市

マイアミ フォーエバーカーボン
ニュートラル条例 (公共・民
間)

2050年までにカーボンニュートラルを目指すマイア
ミ市の条例の一部。近隣地域由来の建材で低 カ
ーボンの建材を利用する奨励策を制定予定

東海岸の先進的な州の政策

⚫ 低カーボンコンクリートの採用

⚫ 再利用を可能にする建物解体

⚫ グリーン調達政策

2-3 州・自治体の政策 先進的政策の展開－東海岸

出典  Carbon Leadership Forum Policy Toolkitを基に作成（2024）



州・市 政策 内容

WA ワシントン州
シアトル市

シアトル市
グリーンビルディング
奨励プログラム（民間）

構造用コンクリートと構造用鉄骨のEPDを提出した
プロジェクトは建築許可証の審査が優先的に行われる
プログラム

OR
オレゴン州
レイクオスウィーゴ市

レイクオスウィーゴ市条例
解体税
（公共・民間）

外壁や周辺基礎の表面積の50%以上を取り除く
すべての住宅プロジェクトは市の解体税を支払う義務。
認定解体業者による手動での解体プロジェクトは、
解体税が免除。
1940年以前の住宅の解体には、手動での解体が必須

CA
カリフォルニア州 
サンフランシスコ市

サンフランシスコ
環境アクションプラン
（公共・民間）

2040年までに建物のエンボディド カーボンを40％削減。
2024年から2026年にかけて段階的に10％以上の
削減を求める政策の導入。建物の再利用や低炭素
構造材料の設計・調達に関する一連の奨励策、条例、
ガイドラインの策定、2025年までにエンボディド カーボン
の閾値の設定。また建材の再利用の流通経路と市場を
開拓すること、解体のための設計方法のガイドライン
作成など

CO コロラド州
デンバー市

デンバーグリーン条例
コンクリートと鉄に関する
修正（公共・民間）

プロジェクトで採用するコンクリートミックスおよび構造用
鋼材と鉄筋のタイプⅢのEPDと地球温暖化係数の 
制限を設定。

TX テキサス州
オースティン市

オースティン市
気候公平性ア
クションプラン
（公共・民間）

2030年までに2020年を基準として、地域の建築に
使用される建築資材の二酸化炭素排出量を40％
削減することを目標とする

HI ハワイ州 
ホノルル市

ホノルル市二酸化炭素
鉱化コンクリート条例
（公共）

公共建築物に採用されるコンクリートの選択時に
二酸化炭素を固定する二酸化炭素鉱化を促進する
コンクリートの採用を考慮することを要求

出典  Carbon Leadership Forum Policy Toolkitを基に作成（2024） 5

西部州の先進的な政策が制定された州

西海岸の先進的な州の政策

⚫ 自治体のアクションプランの制定

⚫ 低カーボンコンクリート採用

⚫ 構造用建材のEPD提出

⚫ 建物再利用の促進

2-3 州・自治体の政策 先進的政策の展開－西海岸



新しいステージの
チャンピオンをめざす
皆様のご健闘を
楽しみに応援申し上げます

14



2030年の新舞台で皆様にお目にかかれますことが楽しみです。
13年間 本当にありがとうございました。2025年3月26日 寺尾信子
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